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 2026 年 4 月 吉日 

 オークマ株式会社 

Dream Site Engineered Solutions および 
 Global Innovation Center の竣工 

オークマ株式会社（以下、オークマ）は、当社のパーパス（存在意義）である「『ものづくり    

サービス』の力で、社会に貢献する」ことを実現するため、付加価値創造の新たな重要拠点   

として、江南工場（愛知県江南市）に、Dream Site Engineered Solutions（DSES） および Global 
Innovation Center（GIC）を竣工、運営を開始しました。 

設立の狙い 

製造業は、労働人口の減少や技能伝承、環境負荷低減、情報活用の加速といったさまざまな  

社会課題や環境変化に直面しています。こうした状況に応えるため、当社は「あるべきもので、

ないものは創る」という思想のもと、生産加工における工程集約や自動化の進化､そして有用な

現場データと現場の知見を活かしたソリューションの開発とその実証を推進します。 
また、お客様とともに生産加工の課題解決を重ねながら、ものづくり現場の継続的な価値創造を

実現し、社会課題の解決に貢献してまいります。この度竣工した二つの拠点は、オークマの思想

を施設の空間や運営の形で具現化したものです。 

Dream Site Engineered Solutions は、「高度なテスト加工および自動化ソリューションの  

開発の場」そして「Green-Smart Machine やご提供する自動化ラインの機能をお客様にご確認

いただく場」とするものです。 

昨今、情報管理や機密保持に対するお客様からの要求が一層高まってきており、ゾーニングや

パーテーション等により、秘匿性を確保できる施設といたしました。 

更に本施設において自動化システムや複合加工機等の機能確認を集中対応することにより、 

本社及び可児の組立工場の組立スペースを拡大すると共に、組立工場としてのオークマトータル

での生産効率の引き上げを図ります。 

また、宇宙・航空、防衛、発電・エネルギー産業を中心に工作機械需要が増加する中、当社が   

強みとする 5 軸制御マシニングセンタ、複合加工機等の生産能力を更に増強するとともに、   

需要に応じた柔軟な生産体制を構築してまいります。 

Global Innovation Center では､多様化するものづくりの課題を議論し「将来のお客様の工場

を『共創』という形で具体化していく場」「お客様をイノベーションでおもてなしする場」、   

そして情報を活用して「納入後のお客様の機械の安定稼働を実現するため､遠隔でサポートする場」

としていきます。ものづくりの課題解決に繋がるより付加価値が高いソリューションを創出し、

提供する機械、自動化システムに実装して、お客様のイノベーションを支援してまいります。 

施設の概要 
 

所在地 愛知県江南市 

延床面積 
Dream Site Engineered Solutions：17,000 ㎡ 

Global Innovation Center：4,700 ㎡ 

稼働時期 
Dream Site Engineered Solutions：2026 年 1 月 

Global Innovation Center：2026 年 5 月 
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ものづくりサービスの展開 

お客様からの「生産加工の課題解決」へのご要望は、グローバルで中長期的に一層高まって   

いくと考えており、オークマがそのご要望に応える「ものづくりサービス」を提供することに  

より、お客様のライフサイクルにおける課題解決を支えてまいります。そのための取り組みを

グローバルに展開しております。 

◆ ものづくりサービス拠点のグローバル展開 

・ オークマ 西日本 CS センターを開設 （2021 年 5 月） 

・ オークマアメリカ Okuma Factory Automation Division を開設 （2023 年  3 月） 

・ オークマ上海 寧波テクニカルセンターを開設  （2023 年  9 月） 

・ オークマ 東日本 CS センターを開設 （2023 年 9 月） 

・ オークマ 九州 CS センターを開設（国内で 7 拠点目） （2024 年 12 月） 

・ オークマヨーロッパ OEG Solution Center を開設 （2026 年  3 月） 

・ オークマアメリカ Okuma Global Repair Site を開設予定 

以上 


